
平成 27 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度ホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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○
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利用者は地域のどんど焼きや納涼祭りなどに職員と一緒に参加されたり、定期的なボランテイアの来訪や、散歩や
買い物時に出会った人たちと挨拶を交わされるなど、地域の一員として暮らし続けられるように支援しておられま
す。運営推進会議参加者からの意見を元に、地域や学校の協力を得て、地域の小学生が事業所を来訪され、利
用者は小学校体育館で手づくりの食事会に招待されるなど、相互の交流を実現され、利用者は食事会の場でお
礼の言葉を自ら述べられるなど、小学生との交流は利用者の楽しみごとであるとともに活躍できる場面にもなって
います。管理者は、日常的に職員が意見や提案を言いやすいように、職場環境や働きやすい職場づくりに努めら
れており、職員の休憩時間の確保等についての意見を運営に反映しておられ、職員のチームワークがとれ、利用
者は穏やかな表情で過ごされている様子が窺えました。

訪問調査日 平成27年12月17日

　法人母体が医療機関であり、24時間の医療連携がとられ、訪問看護師の派遣もあり健康管理面ではご利用者や
ご家族の安心、安全が守られています。
　１階に託児所、隣に小規模多機能型居宅介護施設、近所に幼稚園があり､散歩中に交流を持つことができます。
隣接の公園や寺院、お地蔵様への散歩や花見などが楽しめ、環境に恵まれています
　地域との交流の中で､その人らしさを大切にし､優しさとぬくもりのあるケアを提供できるよう､ご利用者と接するス
タッフが楽しい雰囲気を作り､ご利用者が笑顔で過ごせる時間が長くなるよう支援しています。人と人としてふれあ
い、一緒に生活していく中でなじみの関係・信頼関係を築き、“あなたが居てよかった”“あっぷるが好きよ”と言って
もらえるグループホームあっぷるでいたいと思います。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

山口県宇部市昭和町１丁目９－３所在地

グループホーム あっぷる事業所名

1  自己評価及び外部評価結果

3570200703

法人名 医療法人 仁心会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町受理日平成27年11月29日 平成28年6月28日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：10．11．20）

山口県山口市吉敷下東３丁目１番１号　山口県総合保健会館内
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4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

4. ほとんどできていない

57
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目：24．25．26）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

64

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2．21）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
(参考項目：19．39)

1. 毎日ある

65

4. ほとんどない

59
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目：39)

1. ほぼ全ての利用者が

66
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目：38．39）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：5）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
(参考項目：12．13）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
(参考項目：50)

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

69

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：29）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目：31．32）

60
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グループホーム　あっぷる

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

外部評価

実践状況

①日報のバインダーやスタッフルームの目の
届く位置に掲示している。
②「地域の中その人らしさを大切に」をふま
え、独自の理念を作っている。玄関やスタッ
フルームに掲示している。ミーティングには復
唱し把握に努め実践に向けて取り組んでい
る。職員の採用時には理念を伝え理解しても
らうようにしている。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所独自の理念をつくり、事業所内に掲示して
いる。月1回のミーティング時に唱和し、ケアカ
ンファレンス時に、理念に添った支援になっ
ているかを話し合って共有し、理念の実践に
つなげている。

自治会に加入し、どんど焼き等校区の行事
(納涼祭、どんど焼き）への参加、運動会、区
民芸能祭の見学参加している。ボランティア
(レクの手伝い、紙芝居、歌、編み物、ハンド
ベル、踊りなど）の来訪を受け入れている。ま
た、管理者が自治会総会に参加する等をし
て地域の人々との交流が図れるよう努力して
いる｡

自治会に加入し、管理者が総会に出席して
事業所の活動紹介をしている他、地域の情報
収集や住民からの相談を受けている。年に
２、３回、事業所周辺の道路の清掃や草刈を
利用者と一緒に自主的に実施している。利用
者は納涼祭やどんど焼きに職員と一緒に参
加し、運動会（地区、小学校）や餅つきの見
学をして地域住民と交流している他、小学生
の事業所訪問や小学校体育館での食事会で
の交流など、幅広い年齢層との交流がある。
月２回、定期的にボランティア（レクリエーショ
ンや散歩の援助、体操、編物の指導）の来訪
があり、散歩時や買物時に出会った地域の人
と挨拶を交わすなど、日常的に交流してい
る。看護学生の実習の受け入れをしている。

校区の自主防災の避難場所として利用して
頂ける事をお伝えしてある｡また、自治会長様
に独居老人の方にも立ち寄ってもらえるよう､
お声かけをお願いしている｡

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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グループホーム　あっぷる

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる。

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

2ケ月に1回開催し、利用者の活動状況、ひ
やりはっと、外部評価結果等、施設の取り組
みについて報告し、参加メンバーと話し合い
を行い意見をサービスに活かすようにしてい
る。薬の服薬確認の具体案を取り入れたり、
地域の小学生との交流会を実現させて頂い
たりしている。またご利用者家族には案内を
送付して参加を呼び掛け、自治会長､民生委
員、ふれあいセンターの館長、警察や消防
署の方々に会議のメンバーに入って頂き､意
見を取り入れさせて頂いている｡

新たに警察署員や消防署職員、ふれあいセ
ンター長をメンバーに加えて、会議は２か月
に１回開催している。活動報告や事故、ヒヤリ
ハット報告、外部評価結果報告、熱中症対策
等の報告をして、話し合いをしている。消防署
員からはスプリンクラーの説明があり、警察署
員からはオレオレ詐欺について話してもらっ
ている。参加者から地域の小学生との交流を
勧める意見があり、小学生の事業所訪問や小
学校体育館での食事会の実施など、利用者
と小学生相互の交流に取り組むなど、そこで
の意見をサービス向上に活かしている。

管理者が評価の意義を説明し、自己評価す
るための書類を全員に配布し、ユニット毎に
項目を分担して記入してもらい、ミーティング
で話し合い、２名の管理者でまとめている。自
己評価を通して、慣れ合いのケアになってい
ないか、地域との交流が十分かなど、ケアを
振り返りの機会と捉えている。前回の外部評
価結果を受けて目標達成計画を立て、運営
推進会議を活かした取組みを行うなど、具体
的な改善に取り組んでいる。

管理者が職員に評価の意義を説明し、書類
を全職員に配布して、項目を分担して記入し
てもらい、ミーティングで話し合い､管理者が
まとめている｡自己評価がケアについての振
り返りや見直しの機会となっている｡外部評価
結果はミーティングで話し合い､目標達成計
画に沿って改善に取り組んでいる｡

高齢者総合支援課､高齢福祉課､高齢者総
合相談センターなどに電話、出向いて相談
し､助言を得たり、運営推進会議時に情報を
交換するなどして、協力関係を築くようにして
いる。

市担当者とは、電話や直接出向いて、情報交
換や更新申請、事例相談を行い助言を得る
など、協力関係を築くように取り組んでいる。
地域包括支援センター職員とは、運営推進
会議時や電話、直接出向くなどして、情報交
換や事例相談を行うなど連携を図っている。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　あっぷる

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

高齢者虐待防止関連法や対応の仕方につ
いて、隣接する法人他施設と合同で、講師を
招いて学び、職員は理解している。また、資
料をいつでも閲覧できるようスタッフルームに
置き､遵守し未然防止できるよう常に意識して
いる｡

法人研修や内部研修、外部研修受講者の伝
達や資料の配布を通して、職員は身体拘束
の内容や弊害について正しく理解している。
玄関には施錠をしないで、外出したい利用者
があれば、理由を理解して早い時期の対応
や一緒に出かけるなど、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。スピーチロックについて
は、その都度、管理者が指導している。

勉強会に参加し、講義を聞いたり、出前講座
に参加して勉強する事が出来、防止に努め
ている。資料はいつでも閲覧できるようスタッ
フルームに置いている。

研修資料はいつでも閲覧できるようスタッフ
ルームに置いている。現在、金銭面のみ管
理をして頂いている方がおられる。

契約する際は、契約書・重要事項説明書を
説明したうえで、疑問点等をお聞きしている。
重度化や看取りについての対応等できるこ
と､できないこともご説明し同意を得るようにし
ている｡また､契約の改訂をする際は､家族会
等で詳しくご説明し､納得した上で同意して
頂いている｡

ご利用者には､折に触れて会話していく中
で、意見・不満・苦情をお尋ねし､言葉や態
度からその思いを察する努力をしている。ご
家族には運営推進会議時や年２回の家族交
流会時、来訪時に要望等がないか聞くように
心がけている。意見箱を設置したり、相談や
苦情を受け付ける外部機関を玄関に掲示し
紹介したり､第三者委員を設けたりして意見を
出しやすいような配慮をしている｡苦情処理
マニュアルも準備している｡

相談や苦情の受付体制、第三者委員を明示
し処理手続きを定めて契約時に家族に説明
をしている。運営推進会議参加時や年２回の
家族交流会時、行事参加時、面会時に家族
から意見や要望を聞いている他、電話でも聞
いている。意見や要望は苦情受付書と個人
ファイルに記録して職員間で共有している。
外出機会を増やすことやレクリエーション内容
についての要望があり、反映できるように検討
している。
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グループホーム　あっぷる

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

14 （9） ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

ミーティングの際に職員に意見を聞き、管理
者が代表で運営者に伝え、反映してもらえる
よう呼びかけている。新しいご利用者の受け
入れ時は､全職員で検討し決定している｡ご
利用者のケアについては、日々の申し送りや
ミーティングの際に職員の意見・提案を聞くよ
うにしている。管理者も介護職兼任であり、職
員・管理者双方で利用者の日々の変化に気
を配り対応している。また、必要に応じて、管
理者より運営者へ要望を出す。

申し送り時や月１回のミーティング時に職員か
ら意見や提案を聞く機会を設けている他、日
常業務の中で聞いている。職員の休憩時間
の確保等についての意見を運営に反映して
いる。

日報に勤務を記録し､毎朝、運営者にFAXし
勤務状況を把握してもらっている。また､出来
るだけ職員個々の休日希望を受け入れ､スト
レスを緩和してもらえるよう努めている｡

職員の経験やレベルに合った研修を受講し
てもらうようにしている。研修に参加した際は
報告書を作成してもらい、全職員が回覧し、
情報を共有している。「虐待防止法」及び「リ
スクマネジメント」の勉強会や地域内の他施
設で行われた認知症の勉強会等に参加し、
職員の質の向上に努めている。また、職員の
資格取得も支援している。

外部研修は、職員に情報を伝え、希望や段
階に応じて勤務の一環として受講の機会を提
供している。受講後は研修報告書を提出し、
全員に回覧して共有している。法人研修は年
１回、「高齢者虐待防止」について参加できる
職員が参加している。内部研修はユニット毎
に年２回、急変時の対応や排泄の自立支援、
外部研修の伝達等を実施している。新人職
員は、日々の業務の中で管理者や先輩職員
から介護の知識や技術を学んでいる。

・研修の充実

同系列の施設との合同の勉強会を実施し交
流も図っている｡また､(社)山口県託老所･グ
ループホーム協会に入会し､研修に参加した
際に情報交換や連携をとったりしている｡
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部
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Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

入所される前に１度面談し､ご利用者の話を
お聴きし､思いを受けとめ､信頼関係が築ける
よう努めている。

入所申し込みを書きに来られた際には､ご家
族の要望や思いをお聴きするようにしている｡
入所に至るまでの間にも電話や面談等でよく
話し合い､思いを受け止めるようにしている｡

初めからサービスを絞り込むのではなく、あら
ゆるサービスをご説明する等して対応してい
る。必要に応じて、他のサービス機関も紹介
したりしている。また､これまでの経緯やご家
族､ご本人の思いを傾聴し､必要な支援をす
るよう努めている｡

①食事の準備で各々が役目を持って行動さ
れる時や掃除に外出等、生活の場面で一方
的な関係にならないよう、共にする者同士の
関係を築く様に行っている。又、ご利用者か
ら労いの言葉を頂く等、職員がご利用者に支
えられる時もある。
②梅ジュースの作成や花の植え付けを行っ
たりして、日常生活の中においても共に支え
あえる関係づくりに努めている｡

ご利用者の日常の様子、健康状態をこまめ
にお伝えし、情報交換している。ご家族も苑
外レクリェーションの際はお誘いしたりし、一
緒に喜怒哀楽を共にし、ご利用者、ご家族、
職員の絆を大切にしながら、共に支え合える
関係作りに努めている。
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21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

友人や知人、親族の人の来訪がある他、電
話の取り次ぎや手紙、年賀状の支援、友人と
の外出、歌会行事への参加、地域行事への
参加、行きつけの美容院の利用、馴染みの
商店での買い物の支援をしている。家族の
協力を得て、外食、買い物、外泊の支援をす
るなど、馴染みの人や場所との関係が途切
れないように支援している。

家族や親戚の人、近所の人、友人（婦人会や
自治会の仲間、同業者、牧師）などの来訪が
ある他、家族に電話をしたり、礼状や年賀状
を出すなどの支援をしている。地域行事（祭
り、文化祭）への参加や馴染みの美容院の利
用、馴染みの商店での買物、イースターデー
やクリスマスには友人と教会に出かけたり、家
族の協力を得て、美容院、法事への出席、墓
参、外泊、外出、外食等の支援をするなど、
馴染みの人や場所との関係が途切れないよう
に支援に努めている。、

席などを決める際はご利用者同士の関係も
考慮し､職員が調整役となって支援している｡
ご利用者が孤立してしまわないよう心身の状
態や気分など注意深く見守り､ご利用者同士
も助け合いの中で日々の支え合いができるよ
う努めている｡

転居される際は､習慣や好み等の情報を提
供し､移り替えのダメージを最小限に食い止
められるよう努めている｡

日々の関わりの中の言動から、聞いた事や
気づいた事を個人ファイルに記録し、一人一
人の希望や意向の把握に努めている。

フェイスシートを活用している他、日々の関わ
りの中での利用者の言葉や様子を個人ファイ
ルに記録して、思いや意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、職員間で話し合い、本
人本位に検討している。
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25 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

本人自身の語りやご家族、入所前の関係者
などから頂いた情報を職員間で共有してい
る｡利用開始後も折に触れ､ご本人やご家族
に生活歴やどんな生活環境であったか等を
お聞きし把握に努めている｡

毎日の過ごし方や心身状態をしっかり観察
し、総合的に把握した上で､食器洗い､おぼ
ん拭き､洗濯干し･たたみ等でできる力を発揮
して頂けるよう支援している。また､個々人の
できる力の変化に対応しながら､新しい“でき
る力”を発見できるよう努めるとともに､みつ
かった“できる力”は職員間で共有し､活かし
て頂けるよう支援している｡

介護計画を立てる際、ご本人､ご家族に要望
をお聞きし反映するようにしている。また、月
一回のミーティングの際にケアカンファレンス
を行い、見直しの必要性がないかも含め話し
合い､全職員の意見を反映するようにしてい
る。変化が生じた場合は、ご本人やご家族、
スタッフと話し合い対応している。

利用者を担当する職員と計画作成担当者を
中心に、月１回のミーティングの中でケアカン
ファレンスを開催し、本人や家族の思いや意
向、主治医、訪問看護師等の意見を参考に
して話し合い、介護計画を作成している。３か
月毎にモニタリングを実施し、６か月毎に見直
しをしている。状態や要望に変化があればそ
の都度見直し、現状に即した介護計画を作
成している。

ケアプランにあがっている事柄に関する情報
を重点的に記録するように心がけ、介護計画
に活かせるよう努めている。個別にファイルを
用意し､食事量･水分量･排泄状況･日々の暮
らしの様子や言動(つぶやき等)や想い､エピ
ソード､また気付きや変化等を必要に応じて
記録している｡また、勤務開始前に業務日誌
の確認をするよう義務づけており、全職員が
ご利用者の状態の把握と情報共有に努めて
いる。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　あっぷる

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

医療連携体制、在宅総合診療を活かし24時
間安心して暮らして頂けるように支援してい
る。また、ニーズに対して柔軟に対応していく
事に努め、通院や理美容院への送迎、入院
時の洗濯の代行などの支援を行っている。

地域との連携を密にとるために、自治会長、
民生委員にも運営推進会議に参加して頂い
ている。今年度、宇部市はつらつポイント制
度の実施に伴う活動受入施設となって、地域
に馴染みのある個人のボランティアさんに毎
月不定期だがレクリエーションや散歩の援
助、体操や編み物等で訪問をして頂きご利
用者を楽しませて頂いている。又交番よりの
依頼で、地域内の施設を利用されている方
の把握と何かあった時の対応の為に名簿等
を提出している。

現在、ご本人とご家族が、協力医療機関では
ないかかりつけ医への受診希望をされている
方がおり､(ご家族と)管理者が受診同行し､情
報のやり取りを行っている｡必要に応じて､認
知症専門医や眼科､皮膚科､歯科､整形外科
にも受診援助を行っている｡バイタル表をコ
ピーしたり､体調を書類に記入したりし､ご家
族、医師、スタッフの情報交換はできている。
ご家族の希望もお聞きし､可能な限り､入所以
前に通院歴のある病院への通院を支援して
いる｡受診結果の報告も､ご家族のご希望に
合わせこまめに行っている｡

本人や家族が希望するかかりつけ医の他、協
力医療機関をかかりつけ医としている。協力
医療機関は月２回の訪問診療と２４時間の対
応をしている。専門医や他科受診は家族の
協力を得て支援している。訪問看護師による
健康管理がある他、受診時にはバイタル票の
写しなど情報をかかりつけ医に提供してい
る。受診結果は「受診後の指示」に記録し、家
族には電話で報告して共有しているなど、適
切な医療が受けられるように支援している。
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32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

事故報告書やひやりはっとは職員全員に回
覧し、情報を共有し､再発防止と事故を未然
に防ぐように努めている。訪問看護師に､意
識消失時の対応を習いマニュアル化してお
り､訪問看護師来訪時には､ご利用者の状態
に合わせた対応を教わり職員間で共有し､緊
急時に対応できるよう備えているが､定期的
な訓練は行えなかった。また､緊急時に協力
医療機関へ安全かつ迅速に搬送できる体制
を整えている｡

事故報告書やヒヤリハット報告書に発生状況
や対応、改善策、今後の対応を記録して回覧
し、ひとり一人の事故防止に取り組んでいる。
急変時マニュアルの作成や誤薬防止のため
の容器、点検の工夫に取り組み、内部研修で
急変時の対応について学んでいるが、全職
員が応急手当や初期対応の実践力を身につ
けるまでには至っていない。

・全職員が実践力を身につけるため
の応急手当や初期対応の定期的な
訓練の継続

指針があり、入所時にご説明している｡状況
が変化した場合はその都度、ご本人やご家
族と話し合っている。支援していく中で、不安
なことや困難なこと等を職員全員で率直に話
し合うようにしている。重度化した場合も､事
業所の力量を見極めながら､ご家族やご本人
の意向を最大限聞き入れられるよう取り組ん
でいる｡

「重度化した場合における対応に関する指
針」と「看取りに関する指針」があり、入居時に
本人、家族に方針を説明している。実際に重
度化した場合は、早い段階から本人、家族、
主治医と話し合い、法人内の関連施設や医
療機関への移設も含めて方針を共有して、支
援に取り組んでいる。

訪問看護師が月２回来訪し、健康管理を
行っている。体調不良時などには気軽に相
談し、指示を頂いたり、状況によっては来訪
してもらっている。

入院された際は、職員がお見舞いに行き、ご
本人に安心していただけるよう支援している｡
また､医療関係者やご家族と情報交換したり
相談を行ったりしている｡
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36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

年2回、火災時の夜間想定の避難訓練・避難
経路の確認を消防署の協力を得て、行って
いる。自治会長様には緊急通報装置に自宅
の電話番号を登録させて頂いたり､他の自治
会役員の方にも協力を呼び掛けて頂いたりと
協力体制がある｡また､火災､風水害､地震時
用のマニュアルがある｡

年２回、消防署（１回は防災機器点検業者
等）の協力を得て夜間での火災を想定した通
報訓練、避難訓練、避難経路の確認、消火
器の使い方等を利用者も参加して実施してい
る。事業所は災害時の避難場所として地域に
協力することになっている他、自治会長が緊
急時の連絡網に加入しているなど、地域との
協力体制を築いている。災害の発生に備えて
食料等非常用食品の準備をしている。

人前であからさまに介護や誘導の声かけをし
たりして､自尊心を傷つける事がないように敬
意を払った言葉かけや対応に努めている｡ま
た､ご利用者のプライバシーに関する事を他
者に話さないよう努めると共に､日常的に確
認と改善に取り組んでいる｡記録物等は事務
所の所定場所に保管して個人情報漏洩防止
に努めている｡

職員はミーティングの中でひとり一人の人格
の尊重やプライバシーを損ねない言葉づか
いについて話し合っている。利用者を「大切
な家族」と思って接し、親しみを込めた呼称を
使うこともあるが、人生の先輩として尊敬の念
を持った言葉づかいや対応をしている。不適
切な対応があれば管理者が指導している。個
人記録の取り扱いに留意し、守秘義務は遵
守している。

①ご利用者がその時々の思いや希望を話せ
るよう一対一の対話を数分でも出来るように
心がけている。レクリエーションでは選択出来
るように複数の事柄を提示する。また、着る衣
服や外出先等様々な場面で、ご自身で選ん
だり決めて頂けるよう支援している。
②ご利用者に自己決定してもらえるよう、複
数の選択肢を用意したレクリエーションやお
誕生日の食事メニュー､寝間着や衣服等
様々な場面で､ご自身で選んだり決めて頂け
るよう支援し､職員側で決定したり､押しつけ
たりしないよう心がけている｡また､ご利用者と
過ごす時間を通して得たお一人お一人の希
望､関心事､嗜好を記録し､把握に努めてい
る｡
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39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

日常生活としての1日の流れはほぼ決まって
いるが､ご利用者のその時の体調や気分等
に配慮しながらご本人の気持ちを尊重し､ご
本人のペースで生活して頂けるよう､できるだ
ける個別性のある支援を行うようにしている｡

外出･行事など､その場面に合わせ､いつもよ
りお洒落な装いで参加して頂けるよう支援し
ている｡また､行きつけの理容室ではご本人の
希望に合わせたカット､毛染め､お化粧をして
もらえている｡衣服等を購入する際は､ご本人
も一緒に選んで頂くようにしている｡

①献立の材料は給食センターから届くが、ご
利用者の好みに合わせて調理方法に工夫を
している。ご利用者と職員が一緒に盛り付け
から食事、片付けをして食事を楽しんでい
る。また、年4回は外食を取り入れ食事を楽し
める支援している。
②献立や材料は､基本的には栄養士の指導
のもと給食センターから届けられるが､ご利用
者の食欲を高めるよう味付けや盛り付け等に
配慮している｡また､体調にあわせて個別メ
ニューにしたり､季節や行事(お誕生日者のリ
クエストメニュー等)にあわせたメニューに変
更したり､外食も取り入れている｡調理や片付
け等はご利用者のご意向で手伝って頂き､職
員も同じ食卓を囲み食事を楽しんで頂けるよ
う心がけている｡

食事は三食とも管理栄養士の献立による法
人からの配食を利用している。ご飯と汁物は
事業所でつくり、和え物の味付け等は事業所
でしている。利用者の状態に合わせて形態や
盛り付けの工夫をしている。利用者は野菜の
下ごしらえ（もやしの髭取り、ネギを切る、レタ
スを千切る）、テーブル拭き、ティッシュペー
パーを配る、盛り付け、お茶汲み、配膳、下
膳、食器洗い、お盆拭きなどを職員と一緒に
している。利用者と職員は同じテーブルを囲
み食材を話題に会話を楽しみながら同じもの
を食べている。戸外でおやつを食べたり、年４
回の外食、誕生日には利用者の好きな寿司
やデザート、ケーキをつくったり、季節行事食
（母の日、敬老会、家族交流会、お節料理、ク
リスマス）など、食事を楽しむ支援を多くして
いる。
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42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

食事・水分摂取量を毎日、業務日誌と介護
記録に記入し、職員全員が確認するようにし
ている。摂取量が少ない時にはご本人の状
態や嗜好に合わせた食べ物･飲み物を個別
に提供し、十分な栄養や水分確保が出来る
ように支援している。また､ご利用者の嗜好を
介護記録に記入し職員は把握に努めてい
る｡

毎食後、歯磨き･義歯洗浄・うがいなど個別に
声かけしご本人のお手入れを見守ったり､職
員が不快な箇所をお聞きしたりしながら､ご利
用者の力量にあわせ必要な部分を介助して
いる｡義歯は週2～3回、夕食後、義歯洗浄剤
で消毒し、口腔内の清潔保持に努めている。

①紙パンツの使用あるご利用者には、適切
なトイレ誘導が行えるよう排泄パターンを個人
ファイルに記録し、トイレでの排泄が出来るよ
うに努めている。又、使用する紙パンツや
パットは状態に合わせて見直しをしている。
②排泄の失敗やおむつの使用を減らす為
に､排泄記録表を作成し､1人ひとりの排泄パ
ターンを把握した上でトイレ誘導､行動観察
等を行い､ご利用者からの排泄のサインを見
逃さないようにしている｡また､なるべくトイレで
自力排泄できるように､腹部マッサージを行っ
たり水分摂取量の管理に努めている｡使用す
るパッドや紙パンツについて状態にあわせて
随時､見直しをしている｡

排泄チェック表を活用して、排泄パターンを
把握し、利用者ひとり一人に合った言葉かけ
や誘導をして、トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っている。
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45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

①水分補給の声掛けや、毎日の排便チェッ
ク、1日の水分摂取量の計測をしたり、毎日の
生活に体操や散歩を取り入れている。又、ご
利用者の好みの飲み物の一つに乳酸菌入り
の物を取り入れた。
②水分補給の声かけや､毎日の排便チェッ
ク､1日の水分摂取量の計測を行っている｡体
操､散歩などで身体を動かして頂き､一人ひと
りの状態に応じ､トイレ同行時に腹部マッサー
ジを行ったり､力んでもらうよう声かけし､自然
排便を促すようにしている｡難しいご利用者に
は緩下剤を医師の指示のもと状態にあわせ
て調節しながら服用して頂いている｡

①入浴の曜日と時間帯は日・木曜以外の14
時30分から18時と決まっているが、その中で
入浴希望や順番は、ご利用者の希望を聴い
て不公平にならないように配慮している。又、
好みの湯加減や湯量、好みの入浴剤の購入
をしており、くつろいで入浴をして頂けるよう
努めている。
②入浴は日曜を除く毎日15時～17時半に実
施しており、入浴順番を気分や体調を考慮し
ながら変えている。日曜日は清拭を行ない、
便汚染時などは随時､シャワー浴を行なって
いる｡入浴を嫌がられるご利用者には､言葉
かけや対応の工夫をしチームプレイ等によっ
て入浴して頂けるよう努めている｡また､個々
の好みの湯加減や湯量に調整したり､ゆずや
みかん､入浴剤等を入れ季節を感じたり､くつ
ろいでいただけりよう心がけている。

ユニット毎に入浴時間や曜日を決めている。
希望すれば日曜日以外は毎日入浴できる。
入浴時間や順番、入浴剤の利用（色や香りを
楽しむ）など、利用者の希望に合わせて、
ゆったりとくつろいだ入浴となるように支援し
ている。入浴したくない人には、言葉かけの
工夫や時間を変える、職員を代えるなどの工
夫をしている。利用者の状態に合わせて、清
拭やシャワー浴、部分清拭をするなど、個々
の状態に応じた入浴の支援をしている。
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47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

1人ひとりの睡眠パターンを把握し､居室の明
かり､温度､生活習慣等を個別に支援してい
る｡希望に応じ､食後30分は臥床を勧めたり､
疲れが見受けられるご利用者には休息をとっ
ていただけるよう配慮している。また､1日の生
活リズム作りをしても夜間眠れないご利用者
はご家族とも相談しながら専門医に受診して
いる｡

薬は、一人ひとりの薬箱があり１回分ずつ管
理者が責任を持って､分けて入れている。薬
箱のふたに薬名､用量について記載されてい
る紙を貼っている｡ご利用者の服用薬をまと
めた薬ファイルがあり､職員が内容を把握す
るようにしている。服薬時は、誤薬なく服用し
ていただけるよう､名前､服薬時間等を確認し
確実に服用していただけたか見届けるよう努
めている。また､ご利用者の状態や経過に変
化があれば医師に報告し指示を仰ぐようにし
ている｡

①一人ひとりの生活歴や好きな事柄、好きな
物に合わせて掃除や食事の準備、食器洗
い、洗濯干し、レク等で活躍できる場面作りを
している。又、録画番組やおやつにご利用者
の嗜好品を採り入れている。
②ご利用者一人ひとりの生活歴や好みに合
わせ､掃除やお茶入れ､調理､食器洗い､洗濯
干し等のお手伝いをお願いし活躍できる場
面作りをしている｡また､お正月、誕生日会な
どの行事の際やおやつに､ご利用者の嗜好
品を採り入れたり､お酒を振舞ったりしている｡
梅ジュース等を一緒に作り､出来上がったら
おやつや食事に出し楽しんで頂いている｡

居室の掃除（掃く、雑巾がけ、モップを使う）、
洗濯物干し、洗濯物たたみ、シーツ交換、毛
布たたみ、野菜の下ごしらえ、盛り付け、お茶
汲み、食器洗い、お盆拭き、テーブル拭き、
らっきょう漬け、梅ジュースづくり、新聞、雑
誌、本を読む、テレビやＤＶＤの視聴、日記を
つける、ちぎり絵、壁画作成、ぬり絵、折り紙、
歌を歌う、カラオケ、漢字ドリル、計算ドリル、
音読、なぞり字、ラジオ体操、リハビリ体操、風
船バレー、ゲーム、裁縫、小物作り、編物、写
経、季節行事など、利用者の張り合いになる
ことや楽しみごと、活躍できる場面を多くつくり
支援している。
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50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

①木・日曜日には、スーパーへの買い物と一
人ひとりの希望で衣服を購入しに行く事や入
所前の馴染みの場所へドライブしたり、文化
会館である展示（華道・俳画他）を観に行っ
たりする。又、地域行事にも出来るだけ参加
している。ご家族の協力が必要な場合は相
談とお願いをする。その他の曜日は天候に
応じて地域にあるお地蔵様にお参りしたり急
ぐ物の買い出しに行ったりと短時間でも戸外
に出かけられる支援に努めている。
②地域の行事にはできる限り積極的に参加
し､天気と相談しながら随時､公園や隣の施
設のお地蔵様へお参りしたり､短時間でも戸
外に出る機会を作り､楽しい時間を提供でき
るように心がけている｡普段行けないような場
所への外出支援はご家族にも協力を頂き､支
援している｡

周辺の散歩やお地蔵様参り、買物（スーパー
マーケット、フジグラン、ペットショップ）、美容
院の利用、季節の花見（桜、菖蒲、バラ、紫陽
花、つつじ）、月１回のドライブ（自宅付近、常
盤公園、中山観音、北向き地蔵、宇部空
港）、初詣、節分祭に出かけている他、家族
の協力を得て、外泊や法事への出席、墓参
り、外食、買物など戸外に出かけることができ
るように支援している。

ご利用者の希望や有する力を考慮し、ご本
人やご家族と相談しながら金銭所持・使用の
支援を行うようしている。ご家族よりお金を預
かり､事務所で管理しているご利用者には力
に応じ､お買い物の際にはお財布をお渡しし
ご自分で支払ってもらう等の工夫をしている｡
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52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

①ご利用者が希望される時は、ご協力頂ける
ご家族には電話をかけ、プライバシーに配慮
しながらお話しして頂けるよう支援している。
②ご利用者が希望される時は､ご協力頂ける
ご家族には電話をかけ､プライバシーに配慮
しながらお話しして頂けるよう支援している｡
お礼状や年賀状、暑中見舞いをご家族に
送ったりしている｡

①ホーム内の温度や明るさは、適度に調整し
ている。換気にも気を付けている。共用の空
間には直近の行事の写真を掲示したりソ
ファーを置いたり又、季節感を感じれるよう季
節に合った花や造花を飾り居心地良く過ごし
ていただけるように工夫している。
②共同の空間は、家庭的な雰囲気と季節感
を感じる事ができるよう、季節に合った貼り
絵、塗り絵をして頂き､壁に飾っている。行事
等で撮った写真を飾ったり、花や季節の小物
をご利用者と相談して飾ったりし､ご利用者に
とって安心感のある場所になるよう努めてい
る。また､BGMにヒーリングミュージックを流し､
リラックスして頂けるよう配慮している｡季節感
を感じられるおやつや飲み物(梅ジュース
等)、食事メニューを取り入れ楽しんでもらえ
るように工夫している｡

共用空間は明るく、窓からは公園の樹木や幼
稚園の子どもたちの様子を眺めることができ
る。クリスマスツリーやリース、利用者の活動
写真や手作り作品を飾り、観葉植物を置くな
ど、季節感に配慮した室内となっている。談
話コーナーがあり、テーブルや椅子、ソファを
配置し、リビングや廊下の窓際にも椅子やソ
ファを配置して、利用者ひとり一人の居場所
づくりをしている。台所からはご飯を炊いたり、
汁物をつくる匂いがして、利用者も一緒に食
事の準備や後片付けをするなど、生活感があ
る。温度、湿度、換気、音にも配慮して、利用
者が居心地よく過ごせるように工夫している。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　あっぷる

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室の家具の配置等､ご利用者に危険が無
いようチェックしの身体状態に合わせ模様替
えなどを行っている｡ベッドの高さや位置､向
きも個々の身体機能を考慮して決めており､
ご利用者の活動性を維持する為にシルバー
カーや車椅子を状態によって利用して頂い
ている方もいる｡混乱や失敗を起こされた際
には､職員間で報告･話し合いを行い、不安
材料を取り除けるように取り組み､ご利用者の
わかる力を活かせるよう環境作りに努めてい
る。

①フロアー・廊下（窓辺と洗面所付近）・談話
室にソファーや椅子を設置し、ご利用者が思
い思いに過ごせる場所を選べるように工夫を
している。
②リビング・廊下・談話室･窓際､それぞれに
椅子やソファーを設置し、ご利用者の方々が
気分や状態に応じて思い思いに過ごす場所
を選べるように配慮している。

①ご利用者が使い慣れた生活用品や飾り
物、テーブルや椅子等を持ち込んで頂いて、
居心地良く安心して過ごせるように工夫をし
ている。
②ご利用者が安心して過ごせるよう、使い慣
れた家具や馴染みのある生活用品や装飾
品・仏壇・鏡台･テーブルセット等を持ち込ん
で頂いている。ご家族との写真などを飾り､入
り口にはご利用者の顔写真とお名前を貼り､
個々の居心地の良い居室になるよう工夫して
いる｡全ての居室に､大きな掛け時計を設置
している。

箪笥、衣装ケース、鏡台、衣装かけスタンド、
ラジオ、仏壇、置時計、座布団、寝具、衣類、
帽子、縫いぐるみ、雑誌など、使い慣れた物
や好みのものを持ち込み、手作りカレンダー
や家族写真、観葉植物、造花、人形を飾って
利用者が安心して過ごせるように工夫してい
る。
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事業所名  　グループホームあっぷる

作成日：　平成　28　年　6 月　28 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

応急手当や初期対応の定期的訓練を継続す
る。

偶数月のミーティングで一項目の訓練を実
施する。

●意識障害　●誤嚥　窒息　●骨折　●止血
●鼻血　●やけど
以上の６項目について訓練を行う。 １８ヶ月

2 14

職員研修は行われているが、年間計画がな
い。

施設内の年間計画を作成しスキルアップを
目指す。

●年間研修計画を立て、計画に添って研修を
行う。この度は嚥下や口腔ケア、看取りについ
ての研修を充実させる。 １８ヶ月

3

4

5

【目標達成計画】　

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　２．　　目　標　達　成　計　画


